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日本共産党　補正予算“修正案”提出
　

来
年
４
月
実
施
予
定
の
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
は
、
７５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高

齢
者
か
ら
年
金
天
引
き
で
高
い
保
険
料
を
徴

収
す
る
な
ど
、
市
民
の
中
に
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
声
を
受
け
て
町
田
市

議
会
は
議
会
初
日
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
見
直
し
を
求
め
る
「
意
見
書
」
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
町
田
の
と
り

く
み
は
全
国
の
地
方

議
会
に
波
及
し
、
多

く
の
議
会
で
国
に
対

し
て
意
見
書
が
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、沖
縄
戦
「
集

団
自
決
」
で
の
軍
の

強
制
は
な
か
っ
た
と

す
る
高
校
教
科
書
検

定
意
見
の
撤
回
を
求

め
て
、
沖
縄
県
で
は

１１
万
人
の
抗
議
の
集

会
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
町
田
市
議
会
で

も
日
本
共
産
党
提
出

の
「
『
沖
縄
戦
』
を
め

ぐ
る
教
科
書
検
定
意

見
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
」
が
、
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
税
条
例
改
正
案
」
独
自
に
提
出

　

今
年
６
月
、
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
で
市

民
税
が
大
幅
に
上
が
り
ま
し
た
。
今
ま
で
非

課
税
だ
っ
た
人
が
課
税
と
な
る
な
ど
、
市
民

の
暮
ら
し
を
直
撃
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市
民
へ
の
増
税

を
軽
減
す
る
た
め
に
「
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
現
在

市
税
条
例
の
減
免
対
象
は
、
収
入
が
皆
無
に

な
っ
た
人
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
改

正
案
」
は
、
前
年
の
収
入
が
生
活
保
護
基
準

の
１
・
１
倍
程
度
で
あ
れ
ば
、
減
免
の
対
象

と
す
る
提
案
で
す
。
企
画
総
務
常
任
委
員
会

で
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
民
の
暮
ら
し
優
先
の
市
政
を

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
昨
年
度
決
算

で
確
定
し
た
剰
余
金
約
２１
億
円
の
う
ち
１８

億
９
８
０
万
８
千
円
を
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
る
提
案
で
す
が
、
日
本
共
産
党

の
修
正
案
は
、
積
立
金
の
一
部
を
活
用
し
、

中
学
校
の
机
・
椅
子
交
換
（
４
３
７
０
万

円
）
や
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
冷
水
機

設
置
（
１
８
０
０
万
円
）
を
支
出
し
、
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
教
育
環
境
を
求
め
る

予
算
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
決
算
で
生
じ
た
１５
億
円
の

剰
余
金
の
う
ち
約
８
億
円
も
の
基
金
積
み

立
て
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
介
護

保
険
料
の
値
上
げ
や
、
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
導

入
に
よ
る
市
民
負
担
増
、
ベ
ッ
ド
の
取
り

上
げ
な
ど
サ
ー
ビ
ス
削
減
の
結
果
だ
と
し

て
反
対
し
ま
し
た
。

　

「
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
は
、
親
子
間

の
承
継
を
な
く
し
、
「
住
宅
難
民
」
を
生
み

出
す
こ
と
や
、
暴
力
団
排
除
に
名
を
借
り
た

住
民
へ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
募
集
管
理
業
務
な
ど
を
指
定
管
理
者

と
し
て
都
住
宅
供
給
公
社
に
委
ね
る
こ
と
は
、

公
共
住
宅
に
対
す
る
市
の
責
任
を
は
た
す
こ

と
に
な
ら
な
い
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
６
年
度
会
計
に
対
し
て
の

決
算
認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
共
産

党
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
応
益
負
担
導

入
や
家
庭
ご
み
有
料
化
で
市
民
負
担
が
増
え

た
こ
と
、
新
庁
舎
建
設
は
聖
域
と
し
て
市
民

の
暮
ら
し
が
厳
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基

本
設
計
を
進
め
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
認
定

に
反
対
し
ま
し
た
。

　

07
年
度
第
３
回
町
田
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
４
日
〜
10
月
10
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙
の
自
公
大
敗
の
あ
と
の
政

治
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
議
会
初
日
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
「
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で
可
決
。

最
終
日
、
日
本
共
産
党
提
出
の
「『
沖
縄
戦
』
を
め
ぐ
る
教
科
書
検
定
意
見
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
が
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て
の
一
部
を
中
学
校
の
机
・
椅
子
の
交
換
、
冷

水
機
設
置
に
回
す
べ
き
と
予
算
修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
自
・
公
・
民
・
社
・
ネ
ッ
ト
の
反
対
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
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9月市議会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
「
意
見
書
」
全
会
一
致
で
可
決

日
本
共
産
党
提
出
の
「
『
沖
縄
戦
』
を
め
ぐ
る
教
科
書
検
定
意
見
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
」
多
数
で
可
決
！

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
「
意
見
書
」
全
会
一
致
で
可
決

日
本
共
産
党
提
出
の
「
『
沖
縄
戦
』
を
め
ぐ
る
教
科
書
検
定
意
見
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
」
多
数
で
可
決
！


